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「総合的な学習の時間」を経験した児童の口腔内状況の変化
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平成12年 より段階的に始められた「総合的な学習の時間」は, 自ら課題を見つけ,自 ら学び, 自ら考え,

主体的に判断し,よ りよく問題を解決する資質や能力を育成するため,体験学習なども取 り入れられている.

本学では,某小学校からの依頼を受け,平成24年度より総合的な学習の時間への支援を開始し,児童らの口
腔内への関心を高めることに協力してきた.平成28年 3月 ,最初に支援をした児童らが卒業を迎えるにあた
り,児童らの口腔内が,どのように変化したかについて,日腔内写真からプラーク付着および歯肉の炎症の
有無の変化について調査を行った.その結果,プ ラーク付着がなかった者は,上顎において 6年次の方が 9%
増加し,歯肉炎症がなかった者は,下顎において 6年次の方が有意に増加 した (p<005).し かし, プラー

ク付着の状況と歯肉炎症の状況が一致しない児童も見られたため,今後は,習慣的な日腔清掃の重要性につ
いても指導・支援していく必要があると考える.
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I.緒 言

「総合的な学習の時間」は, 自ら課題を見つけ,

自ら学び, 自ら考え,主体的に判断し, よりよく間
題を解決する資質や能力を育成するとともに,学び

方やものの考え方を身に付け,問題の解決や探究活

動に主体的,創造的,協同的に取り組む態度を育て,

自己の生き方を考えることができるようにする
1)こ

とを目標とし,平成12年 より段階的に始められた.

子どもたちの力を育成するため体験学習などを取り

入れ,学校・家庭・地域の連携を掲げていることを

特徴の 1つ とする。

本学が全学年を対象として,12年 間に亘り歯科保

健指導を継続的に実施してきている新潟市内の某小

学校では,3年生の総合的な学習の時間に「歯の健
康についての調べ学習―よい歯にしようプロジェク

トー」 (以下, プロジェクト)を テーマとして学習

している.本学は,小学校からの依頼を受け,平成
24年度よリプロジェクトヘの支援を開始し,児童ら
の回腔内への関心を高めることに協力してきた.平

成28年 3月 ,最初にプロジェクトを実施した児童ら

が 6年生となり卒業を迎えた.それらの児童が歯や
口腔に対して興味を抱き,様々なテーマに取り組ん
だ3年次のプロジェクトおよび,本学が 1年次より
実施してきた歯科保健指導を通して,児童らの回腔
内が, どのように変化し,教育効果があったか否か
知るため調査を行った.

Ⅱ.対象および方法

対象は平成28年 3月 に,新潟市立某小学校を卒業
した児童56人 (男 28人 ,女 28人 )である。平成24年

9月 (3年次)お よび28年 1月 (6年次)に,上下

顎前歯部唇面 (12～ 22,42～ 32)の 回腔内写真撮影

を, 日角鉤で日唇を排除しながら座位にて行った.
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撮影した写真より,プ ラーク付着状況および歯間乳

頭部の炎症の有無について調べた.プ ラーク付着状

況は,図 1に示す通 り,0(付 着なし), 1(歯面
1/3以 内の付着),2(歯 面 1/3以上の付着 ),
の 3段階で判定し,上 ド顎の最大値を各々の固定値

とした.歯間乳頭部の炎症の判断は,表 1に示す症

例を対象に,0(炎 症なし),1(炎症あり)と し,
炎症部位数の合計を固定値とした。また,部位別炎

症数についても調べた。

0:付 着なし        1:1/3程 度の付着     2:1/3以 上の付着

図 1 プラーク付着状況の判定基準

表 1 歯肉炎症の判断対象とした症例
部分的な歯肉炎

萌出時の歯肉炎

清掃不良部の歯肉炎

叢生による歯肉炎

1.プラーク付着状況の変化
上顎前歯部唇面でプラーク付着がなかった (0)

者は,図 2に示す通 り,3年次が33.9%,6年 次が
42.9%で 6年次の方が 9%増加した。また,プラー

ク付着が最大の 2であった者は,3年 次が12.5%,
6年次が17.9%で 6年次のほうが5.4%増加した.

図2 上下顎前歯部唇面におけるプラーク付着量の変化

下顎前歯部唇面でプラーク付着がなかった (0)

者は, 3年次が60.7%, 6年 次が464%で , 6年次
の方が14.3%減少した.ま た,プラーク付着状況が
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最大の 2で あった者は,3年 次が5.4%,6年 次が
3.6%で 6年次の方が1.8%減少した.

3年次・6年次共にプラーク付着がなかった者は,

図 3に示す通り,上顎では179%,下顎では32.1%で ,

上顎の方が142%少 なかった。また,3年次にはプ
ラーク付着があったものの 6年次ではなかった者

は,上顎では25%,下顎では8.9%で,下顎の方が
16■ %少なかった.3年次より6年次に付着が増加
した者は,上顎が16.1%,下顎が26.8%で 下顎の方
が10.7%多 かった.
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:Ⅲ 6年次ともに付着最大 (2)
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図 3 3年 次から6年次へのプラーク付着の変化

2.歯間乳頭部の炎症数の変化
上顎で歯間乳頭部に炎症がなかった者は,図 4に

示す通 り, 3年次が10.7%, 6年次が23.2%で 6年

次の方が12.5%増加した.炎症部位数が最大の 3で

あった者は, 3年次が39.3%, 6年 次が5■8%で 6

年次の方が125%増加した。

図4 上下顎前歯部唇面歯間乳頭部の炎症部位数の比
率の変化

下顎で歯間乳頭部に炎症がなかった者は,図 4に

示す通り, 3年次が1.8%, 6年次が17.9%で 6年次

の方が有意に増加した (p<005).炎症部位数が最

大の 3で あった者は 3年次が82.1%,6年 次が
66■ %で 6年次の方が16%減少した.

3年次・6年次ともに歯肉に炎症がなかった者は,
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図 5に示す通り,上顎・下顎ともに■8%であった。

また, 3年次には歯肉の炎症があったものの,6年
次には炎症がなかった者は,上顎では21.4%,下 顎

では16.1%で上顎の方が53%多かった.さ らに,3
年次 。6年次共に歯肉炎症数が最大であった者は,

上顎が25Ю %,下顎は57■ %で下顎が32■ %多かった.

継上顎  鰺下顎

3・ 6年次 と■)に 炎症部位数最大

3年次より6年次に炎症部位数増加

3年次炎症ち t'6年 次炎症な し

3・ 6年次 ともに炎症10し
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図5 3年 次から6年次への歯肉炎症数の比率の変化

3.部位別歯肉炎症数の変化
部位別歯肉炎症数の変化は,図 6に示す通り,上

顎の12-11で は 3年 次が66■ %, 6年 次が64.3%,
21-22で は 3年次が67.9%,6年 次が607%で 各 ,々

■8%,7.2%6年 次で減少した.ま た,下顎の42-41
では 3年次が857%, 6年次が71.4%,41-31では3

年次が982%, 6年次が80.4%,31-32では 3年次が

92.9%, 6年 次が66■ %で,各 々14.3%,17.8%,
26.8%, 6年次で減少した.

ついて調べた者が多かったことが考えられる。また,

3年次では萌出途中であった上顎中切歯が 6年次に

は完全に萌出し,歯ブラシをしっかりと当てられる

ようになったため,清掃効果が上がってプラークの

付着がなかったと考えられる。

下顎では, 3年次において,上顎前歯部が未萌出

または萌出途中のため,歯ブラシの毛先を下顎前歯

唇面へ集中的に当てていた者の中で,交換期を経て

咬合状態がオーバーバイトになった者が多かったこ

とにより,下顎の歯面への歯ブラシの到達度が減少

したと考えられる.

2.歯肉炎症の変化
本学が,全学年に対して継続的に実施してきてい

る歯科保健指導の中で, 4年生以上の学年には歯肉

炎・歯周炎のテーマを中心に指導を行っている。ま

た,3年次のプロジェクトで撮影した国腔内写真は,

学校歯科医が作成・配布し,児童らが所持している

「歯のけんこうノー ト」に貼付後,児童らに返却す

ると共に,写真を見せながら歯肉の状態について説

明している.こ れらのことより,児童らは自分の歯

肉に興味を抱き,観察することで歯肉の炎症状態を

理解し,歯肉炎・歯周炎に対する正しい知識を身に

つけていると思われる.ま た,歯肉が薄い場合,炎
症の消退が早いことから,上顎よりも歯肉の厚なが

約0.lmm薄い下顎の方が
2), 3年
次に比べ,6年次

で歯肉炎症のある児童が減少したと考えられる.

3年次 。6年次共に。上下顎にプラークの付着が

なかった者が 6名であったのに対し,歯肉に炎症が

なかった者はいなかった.プ ラークは,当 日,時間

をかけてブラッシングを行うことにより除去できる

が.歯肉の炎症は, 日々の歯面清掃によるプラーク
コントロールの成果が顕著に表れるため,両者が一

致しなかったと考えられる。写真撮影の当日は,日

腔内を診査されることを意識して,通常よりも丁寧

なブラッシングを行った者もいたのではないかと思

われる.そのため,今後の歯科保健指導には, 日々

の丁寧な回腔清掃が歯肉の状態に大きな影響を及ぼ

すことについても,視覚的媒体などを用いて組みこ

んでいく必要があると考える。また,日腔内撮影用

一眼レフカメラでは,初期歯肉炎を明確に観察する

ことは難しいことから
3),今
後は適切な撮影方法や

撮影機材を選択し, より正確に歯肉炎症を観察でき

るようにしていくことが必要と考える.
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図 6 部位別歯肉炎症数の比率の変化

1.プラーク付着状況の変化
上顎では,プ ラーク付着のなかった者が,3年次
は339%, 6年 次は429%で 6年次で増加したのは,

3年次に比べてブラッシング技術が向上したこと

や, 3年次のプロジェクトで,プ ラークの為害性に

Ⅳ.考 察
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V.結 論

3年次にプロジェクトを経験した児童らの回腔内

と6年次における国腔内との比較により以下の結論

を得た.

1.上下顎前歯部唇面において,プ ラーク付着がな
かった者は,上顎では 3年次が33.9%,6年 次が
42.9%で , 6年次の方が90%増加したが,下顎で

は 3年次が607%, 6年次が46.4%で 6年次の方
が14.3%減少した.ま た,3年次にプラーク付着
があったが 6年次になかった者は,上顎では
25%,下顎では&9%で上顎の方が16■ %多かった.

2.歯肉炎症がなかった者は,下顎では 3年次が
1.8%,6年次が17.9%で 6年次で有意に増加した
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(p<0.05).

また,3年次に歯肉の炎症があったが 6年次で
なかった者は,上顎では21.4%,下顎では16.1%
で上顎が53%多かった。
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